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第414回神学研究会（宗教改革500年記念）報告 竹原創一「エラスムスとルターの自由意思論争－宗教改革の根本問題」
であって、これが信仰生活を形成することになる。キリストとまったく無関係に自力
で自由に救いに相応しい行為を為すことができるというのは傲慢であって、むしろす
べてはキリストとの一致が肝要であって、この一致から他の諸々が生まれ出てくると
いうことと解釈することができる。エラスムスには、このようなルターの奴隷意思論、
また信仰義認の底にあるような神秘主義は存在しないのではないか。
　竹原先生のご発表を聴き、また木ノ脇先生のコメントに学びつつ考えたことは以上
となる。人間の責任性、キリストとの生きた一致経験、いずれも今日の教会、キリス
ト者には必要な視点ではないだろうか。宗教改革 500年を記念しつつ、ルターやエラ
スムスに学んで教会や福音伝道を真剣に考えていきたいと思う。
